
心理学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Psychology

心理学を基礎とする研究職．具体的には，博士特別研究員、特任助教・助教、他大学の研

究推進員、科学警察研究所など公的研究機関、民間企業研究所研究員 ほか
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① 心理学の専門家として、他領域・他職種の専
門家と議論・協働・主導ができる（またはしよう
としている）か

② 心理学の専門性を活かして、他領域・他職種
の専門家と議論・ 協働・ 主導ができる（または
しようとしている）か

本学位プログラムでの学修目的は，学位論文作成のための研究活動の推進にある。このため、心理学特別研

究を置き、複数の指導教員によるチーム指導体制の下、実践的に研究を進めることにより様々な能力を涵養して

いく。加えて、心理学的情報発信力、多領域間コミュニケーション能力の育成のために、心理基礎科学サブプログ

ラム、心理臨床学サブプログラムをおいた上で、それぞれの領域に応じた実習科目を設置し、能力育成を図る。

「心理学先端研究」 によって、広く心理学研究について学ぶこと、および理学特別研究を中心とした学位論文

作成研究によって、心理学的問題発見と人間理解力ならびに心理学的問題解決力を育成する。

これらの専門コンピテンシーは知の創成力を身につける基盤となる。

博士論文に関する報告会の実践により，心理学的情報発信力ならびに多領域間コミュニケーション能力を身に

つける。これらは、マネジメント能力、コミュニケーション能力、チームワーク力の基盤となる。

また、心理基礎科学サブプログラムでは、心理学実験実習、心理学研究マネジメント実習1により、学士課程学

生のインストラクタを務めることにより、心理学的情報発信力ならびにコミュニケーション能力を身につける。心理臨
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床学サブプログラムでは実習科目により心理臨床実践力を身につける。

これらに加えて、学術院専門共通基盤科目、大学院共通科目を履修することにより、マネジメント能力、コミュニ

ケーション能力、チームワーク力、国際性を身につける。

学位プログラムの集大成ともいえる学位論文作成研究を中心に、必要な能力涵養のための学修機会を設置す

る。学位取得論文研究の段階的実施として、1年次に仮投稿論文の作成、構想発表、2年次以後、必要要件がそ

ろった時点で、学位論文予備審査を受け、本論文執筆・ 提出、最終口頭試問を行うが、こうした学位論文作成研

究については、指導教員と副指導教員がチームを組んで、複数教員研究指導体制により、幅広い視点からの研

究推進能力を獲得する。

・各授業科目では、担当教員による厳正な教育評価を行う。

・1年次には、6月に投稿論文形式レポートを提出し、論文発表の基本的技能の状態を評価する。また11月に博

士論文構想発表会を行い、研究全体の枠組構成の状況を把握する。

・各年次末に、研究経過報告ならびに研究業績一覧の提出を求め、1年間の研究活動について評価を行う。その

際、正副指導教員全員と個別に面談をし、複数の方向性からの評価を行う。

・ 学位論文提出予備審査では、学位プログラムで研究指導を行う全教員がプレゼンテーションに基づき、学位論

文のための研究の仕上がりについて、検討を行う。原則として予備審査会は毎年5月、10月、12月のいずれで

も実施可能な体制を作る。

・ 予備審査を通過した論文は、論文受理後に論文審査会を構成し、公開で口頭試問を行うことで、心理学研究と

しての総合的評価、ならびに学位取得に必要な諸能力の獲得について評価を行う。

・入学試験は、専門外国語（英語）ならびに口述試験により選抜を行う。

・心理学学位プログラム（博士前期課程）からの内部進学特別入試を実施し、特に優秀な人材の学位（博士）の修

得を促進する。
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